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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 9月 25日 (2006.9.25)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 車 体 の ダ ッ シ ュ パ ネ ル に 固 定 さ れ る ブ レ ー キ 用 気 圧 式 倍 力 装 置 で あ っ
て 、
　 前 記 ダ ッ シ ュ パ ネ ル を 挿 通 し て 車 室 側 に 突 出 す る 部 分 に 、 前 記 ダ ッ シ ュ パ ネ ル に 仮 固 定
す る た め の 係 止 手 段 を 設 け

こ と を 特 徴 と す る 気 圧 式 倍 力 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 車 室 側 に 突 出 す る 部 分 が 、 シ ェ ル 本 体 に 設 け た 取 付 用 ボ ル ト の 少 な く と も １ つ で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 気 圧 式 倍 力 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 車 室 側 に 突 出 す る 部 分 が 、 シ ェ ル 本 体 の バ ル ブ ボ デ ー 挿 通 筒 部 で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 気 圧 式 倍 力 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 車 体 の ダ ッ シ ュ パ ネ ル に 固 定
さ れ る ブ レ ー キ 用 気 圧 式 倍 力 装 置 で あ っ て 、 前 記 ダ ッ シ ュ パ ネ ル を 挿 通 し て 車 室 側 に 突 出
す る 部 分 に 、 前 記 ダ ッ シ ュ パ ネ ル に 仮 固 定 す る た め の 係 止 手 段 を 設 け

こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の よ う に 構 成 す る こ と で 、 係 止 手 段 が ダ ッ シ ュ パ ネ ル に 係 止 さ れ 、 気 圧 式 倍 力 装 置 を
水 平 な 状 態 で ダ ッ シ ュ パ ネ ル に 仮 固 定 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】

取 付 ボ ル ト に よ り

、 該 係 止 手 段 に よ り 固 定 し た 後 に 前 記 取 付 ボ ル ト に ナ ッ ト を 締
結 し て 本 固 定 す る

取 付 ボ ル ト に よ り

、 該 係 止 手 段 に よ り
固 定 し た 後 に 前 記 取 付 ボ ル ト に ナ ッ ト を 締 結 し て 本 固 定 す る

し た 後 に 本 固 定



【 ０ ０ １ ７ 】
　 【 発 明 の 効 果 】
　 本 発 明 の う ち 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 気 圧 式 倍 力 装 置 の ダ ッ シ ュ パ ネ ル を 挿 通
し て 車 室 側 に 突 出 す る 部 分 に 係 止 手 段 を 設 け 、 該 係 止 手 段 を ダ ッ シ ュ パ ネ ル に 係 止 さ せ た
の で 、 取 付 用 ボ ル ト が 車 室 側 に 一 定 の 姿 勢 と な る よ う に 気 圧 式 倍 力 装 置 を 車 体 に 仮 固 定 す
る こ と が で き 、 産 業 用 ロ ボ ッ ト 等 を 用 い た 自 動 機 に よ る
組 付 け に 対 応 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ペ ダ ル ブ ラ ケ ッ ト の 組 付 け が 容 易 に な り 、 組 付 け
作 業 の 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 取 付 用 ボ ル ト の ね じ 部 が ボ ル ト 挿 通 孔 に
抉 ら れ て 破 損 し て し ま う よ う な こ と が な い 。
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そ の 後 に 本 固 定 す る こ と が で き て
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